
　
仏
跡
を
訪
ね
る

　
仏
跡
を
訪
ね
る
べべ
く
天
竺

く
天
竺
へへ
のの
旅
を
決
意
し
た
明
恵
上
人
は
、暇
乞

旅
を
決
意
し
た
明
恵
上
人
は
、暇
乞

い
の
た

い
の
た
め
に
め
に
日
頃
か
ら
深
く
信
仰
を
寄
せ
る
春
日
明
神
を
参
詣
す
る
。

日
頃
か
ら
深
く
信
仰
を
寄
せ
る
春
日
明
神
を
参
詣
す
る
。

そ
こ
に

そ
こ
に
現
れ
た
宮
守
の
尉
は
、明

現
れ
た
宮
守
の
尉
は
、明
恵
の
恵
の
旅
を
旅
を
思
い
思
い
留
ま
留
ま
らら
せ
よ
う
と
、

せ
よ
う
と
、

入
唐
渡

入
唐
渡
天
は
神
慮
に
背

天
は
神
慮
に
背
く
こ
く
こ
とと
で
、仏
跡
で
あ
れ
ば

で
、仏
跡
で
あ
れ
ば
霊
鷲
山
に
も

霊
鷲
山
に
も

等
し
き
春
日
山
が
あ
る
と
説
き
伏
せ
る
。宮
守
は
実
は
春
日
明
神
の

等
し
き
春
日
山
が
あ
る
と
説
き
伏
せ
る
。宮
守
は
実
は
春
日
明
神
の

告
げ
を
知

告
げ
を
知
らら
せせ
に
来
た
時
風
秀
行
な
の
で
あ
っ
た
。そ

に
来
た
時
風
秀
行
な
の
で
あ
っ
た
。そ
しし
て
旅
を

て
旅
を
思
い
思
い

留留
ま
っ
ま
っ
た
明
恵
の

た
明
恵
の
眼
前
に
龍

眼
前
に
龍
神
が
出
現
し

神
が
出
現
し
、、釈
迦
一
代
の
事

釈
迦
一
代
の
事
績績
がが

繰
り
広
げ
ら
れ
る
…
。

繰
り
広
げ
ら
れ
る
…
。

　
春
日
明
神
の
威
徳
を
壮
大
な
ス

　
春
日
明
神
の
威
徳
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ケ
ー
ルル
でで
描
い
描
い
たた
能能
。。

◎◎
よよ
りり
詳詳
しし
いい
解
説
解
説
をを
銕
仙
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

銕
仙
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
にに
て
順
次
公
開

て
順
次
公
開
しし
て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

ごご
観観
能能
前
に
是
非

前
に
是
非
ごご
覧
下
覧
下
さ
い
。

さ
い
。

※
携
帯
電
話
等
、

※
携
帯
電
話
等
、
音
や
光
の
出

音
や
光
の
出
る
機
器
の
電
源

る
機
器
の
電
源
は
予
め
お
切
り
下
さ
い
。

は
予
め
お
切
り
下
さ
い
。

※
無
許
可
の
写
真
撮
影
、
録
音
、録
画
は

※
無
許
可
の
写
真
撮
影
、
録
音
、録
画
は
固
く
お
断
り

固
く
お
断
り
致
し
ま
す
。

致
し
ま
す
。

※
客
席

※
客
席
内
で
の

内
で
の
ご
飲
食
は
ご
遠
慮

ご
飲
食
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

下
さ
い
。

︿︿
午
後
9
時

午
後
9
時
1155
分
頃
終
演
予
定

分
頃
終
演
予
定
﹀﹀

　
摂
津
国
阿
倍
野
で
酒

　
摂
津
国
阿
倍
野
で
酒
をを
売売
るる
市
人
市
人
の
も
と
に

の
も
と
に
、近
頃
酒
宴

、近
頃
酒
宴
をを
しし

てて
はは
帰
っ
て
い

帰
っ
て
い
く
不
思
議
な
男
た
ち
が
今
日
も

く
不
思
議
な
男
た
ち
が
今
日
も
や
っ
や
っ
て
く
て
く
る
。皆
が

る
。皆
が

酒
の
友
と

酒
の
友
と
な
っ
な
っ
て
秋
の
ひ
と
時
を

て
秋
の
ひ
と
時
を
過
ご
過
ご
すす
う
ち
、

う
ち
、そ
の
中

そ
の
中
の
あ
る
男

の
あ
る
男

が
昔
物
語
を
語
り
始
め
る
。昔
、男
二
人
が
阿
倍
野
松
原
を
通
り
、

が
昔
物
語
を
語
り
始
め
る
。昔
、男
二
人
が
阿
倍
野
松
原
を
通
り
、

松
虫
の
音
に
引
か
れ

松
虫
の
音
に
引
か
れ
た
一
た
一
人
が
草
む
ら
に

人
が
草
む
ら
に
入
っ
入
っ
て
そ
の
ま
ま
戻
ら

て
そ
の
ま
ま
戻
ら
なな

か
っ
か
っ
た
。死
な
ば
一

た
。死
な
ば
一
緒
と
緒
と
誓
っ
誓
っ
た
友
の
死
を
悲
し
み
、私

た
友
の
死
を
悲
し
み
、私
はは
今
日
今
日
もも

ま
た
市

ま
た
市
人
に
紛

人
に
紛
れれ
て
来
て
し

て
来
て
し
ま
っ
ま
っ
た
の
だ

た
の
だ
。。
そそ
うう
語語
る
男
は

る
男
は
、、友
を
友
を

亡
く
し
た
男
の
亡
霊
な
の
で

亡
く
し
た
男
の
亡
霊
な
の
で
あ
っ
あ
っ
た
…
。

た
…
。

　
松
虫
の
音
に
友
を

　
松
虫
の
音
に
友
を
偲
び
偲
び
懐懐
旧旧
の
舞
の
舞
をを
舞舞
うう
、、
執執
心心
のの
能能
。。

松
虫
松
虫

能能
ま

つ

む

し

前
シ
テ
　
　
　
　
男

前
シ
テ
　
　
　
　
男

後
シ
テ
　
男
ノ
亡
霊

後
シ
テ
　
男
ノ
亡
霊

ツ
レ
　
　
　
　
　
男

ツ
レ
　
　
　
　
　
男

〃
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
〃

ワ
キ
　
　
　
　
市
人

ワ
キ
　
　
　
　
市
人

ア
イ
　
　
　
　
里
人

ア
イ
　
　
　
　
里
人笛笛

小
鼓
小
鼓

大
鼓
大
鼓

地
頭
地
頭

観
世
　
淳
夫

観
世
　
淳
夫

小
早
川
泰
輝

小
早
川
泰
輝

安
藤
　
貴
康

安
藤
　
貴
康

青
木
　
健
一

青
木
　
健
一

御
厨
　
誠
吾

御
厨
　
誠
吾

金
田
　
弘
明

金
田
　
弘
明

杉
　
信
太
朗

杉
　
信
太
朗

飯
田
　
清
一

飯
田
　
清
一

原
岡
　
一
之

原
岡
　
一
之

清
水
　
寛
二

清
水
　
寛
二

佐
渡
狐

佐
渡
狐

狂
言
狂
言

さ

ど

ぎ

つ

ね

シ
テ
　
佐
渡
の
百
姓

シ
テ
　
佐
渡
の
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ド
　
越
後
の
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ド
　
越
後
の
百
姓

小
ア
ド
　
　
　
奏
者

小
ア
ド
　
　
　
奏
者

三
宅
　
右
矩

三
宅
　
右
矩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
澤
　
祐
介

高
澤
　
祐
介

前
田
　
晃
一

前
田
　
晃
一

　
佐
渡
に
狐

　
佐
渡
に
狐
は
い
な
い
と

は
い
な
い
と
主
張
す
る
越
後
の
百
姓
と
、い
る
と
言
い

主
張
す
る
越
後
の
百
姓
と
、い
る
と
言
い

張
る
佐
渡
の
百
姓

張
る
佐
渡
の
百
姓
。。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
奏
者︵
役
人
︶に
判
定
し
て

ど
ち
ら
が
正
し
い
か
奏
者︵
役
人
︶に
判
定
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
る
が
、賭
け
に
勝
つ
た
め
佐
渡
の
百
姓

も
ら
う
こ
と
に
な
る
が
、賭
け
に
勝
つ
た
め
佐
渡
の
百
姓
はは
奏
者
に

奏
者
に

賄
賂
を
贈
り
、狐
の
特
徴
を
教

賄
賂
を
贈
り
、狐
の
特
徴
を
教
え
て
も

え
て
も
ら
っ
ら
っ
て
…
。

て
…
。

︿
休
︿
休
憩憩
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分
﹀
分
﹀

春
日
龍
神

春
日
龍
神

能能

か

す

が

り

ゅ

う

じ

ん

前
シ
テ
　
　
　
　
尉

前
シ
テ
　
　
　
　
尉

後
シ
テ
　
　
　
龍
神

後
シ
テ
　
　
　
龍
神

　
　
　
ワ
キ
　
　
明
恵
上
人

　
　
　
ワ
キ
　
　
明
恵
上
人

ワ
キ
ツ
レ
　
　
従
僧

ワ
キ
ツ
レ
　
　
従
僧

〃
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
〃

ア
イ
　
　
　
　
社
人

ア
イ
　
　
　
　
社
人笛笛

小
鼓
小
鼓

大
鼓
大
鼓

太
鼓
太
鼓

地
頭
地
頭

鵜
澤
　
　
光

鵜
澤
　
　
光

　
　
　

　
　
　

則
久
　
英
志

則
久
　
英
志

野
口
　

野
口
　
琢琢
弘弘

渡
部
　
　
葵

渡
部
　
　
葵

前
田
　
晃
一

前
田
　
晃
一

　熊
本
俊
太
郎

熊
本
俊
太
郎

大
倉
伶
士
郎

大
倉
伶
士
郎

亀
井
　
広
忠

亀
井
　
広
忠

林
　
雄
一
郎

林
　
雄
一
郎

西
村
　
高
夫

西
村
　
高
夫

表
面
　
能
﹁
松
虫
﹂　
観
世
銕
之
丞
　
撮
影：

前
島
吉
裕

裏
面
　
能
﹁
春
日
龍
神
﹂　
八
世
観
世
銕
之
亟
　
撮
影：

吉
越
研

2
0
2

2
0
2
66
年年
1212
月月
1111
日（
金
）　

午

日（
金
）　

午
後後
６
時
６
時
開
演
開
演

銕
仙
会
定
期
公
演

銕
仙
会
定
期
公
演 

〈〈
1212
月月
〉〉

M版=定期公演　日本の伝統色＜882　シアンブルー＞

能と狂言能と狂言

TESSENKAI

定
期
公
演

２
０
２
６
年

２
０
２
６
年
1122
月月
1111
日日（
金
（
金
）） 

午午
後
６
後
６
時
開
演

時
開
演（
午
後
5
時

（
午
後
5
時
3030
分
開
場
）

分
開
場
） 

会
場
会
場    

観
世
能
楽
堂

観
世
能
楽
堂

会会   
   

場場

：：

〒
1
0
4

〒
1
0
4--

0
0
6
1

0
0
6
1

東
京
都
中
央
区
銀
座

東
京
都
中
央
区
銀
座
66--

1100--

11

G
I
N
Z
A

G
I
N
Z
A    

S
I
X

S
I
X 

地
下
3
階

地
下
3
階

T
E
L

T
E
L 

00
33--

6
2
7

6
2
7
44--

6
5
7
9

6
5
7
9

観
世
能
楽
堂

観
世
能
楽
堂
︵
全
席
指
定
︶

︵
全
席
指
定
︶

※
併
設
の
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
併
設
の
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
し
詳
し
くく
は
G
I
N
Z

は
G
I
N
Z
AA 

S
I
X
ホ

S
I
X
ホ
ーー
ムム

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
に
て
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
賛
助
会
員
制
度

※
賛
助
会
員
制
度
は
１
月
よ

は
１
月
よ
りり
１
年
間
同

１
年
間
同

じ
席
で
ご
覧

じ
席
で
ご
覧
頂
く
と

頂
く
と
い
う
も
の
で
す
が

い
う
も
の
で
す
が
、、
随随

時
入
時
入
会
も
会
も
可
能
で
す

可
能
で
す
。。
詳詳
し
く
し
く
はは
銕
仙
会

銕
仙
会

ま
で
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※※
２
０
２
6

２
０
２
6
年
度
の
定
期
公
演
・
青

年
度
の
定
期
公
演
・
青

山
能
で
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

山
能
で
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

ご
予
約
受
付
中
。詳
し
く
は
銕
仙
会

ご
予
約
受
付
中
。詳
し
く
は
銕
仙
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

入
場
入
場
料料

：：

S
席
S
席 

A
席
A
席 

B
席
B
席 

C
席
C
席 

ＵＵ
2255︵
25
歳
以
下
︶

7
、0
0

7
、0
0
00
円円

6
、0
0

6
、0
0
00
円円

5
、0
0

5
、0
0
00
円円

4
、5
0

4
、5
0
00
円円

2
、7
0

2
、7
0
00
円円

||||||||

S
会
員

S
会
員

A
会
員

A
会
員

B
会
員

B
会
員

C
会
員

C
会
員

66
88
、、0
0
0
0
00
円円

55
99
、、0
0
0
0
00
円円

44
99
、、0
0
0
0
00
円円

44
44
、、5
0
5
0
00
円円

賛
助
賛
助
会会
員員    ||||||||
年
間
指
定

年
間
指
定
席席
／／
年年
1100
回回

︿
交
通
﹀銀
座
駅︵
A
３
︶徒
歩
2
分

︿
交
通
﹀銀
座
駅︵
A
３
︶徒
歩
2
分

東
銀
座
駅︵
Ａ
１
︶徒
歩
３
分

東
銀
座
駅︵
Ａ
１
︶徒
歩
３
分

有
楽
町
駅︵

有
楽
町
駅︵
銀
座
出
口

銀
座
出
口
︶徒︶徒
歩歩
1100
分分

橋掛り

晴
海
通
り

中央通り

観世能楽堂観世能楽堂

昭和通り

銀座四丁目和光

三越

銀座五丁目

◎

◎

東銀座駅A1出口

銀座駅
A3出口

（GINZA SIX 地下3階）（GINZA SIX 地下3階）

有楽町

新橋

回
数
券

回
数
券 

一一
般
回
数

般
回
数
券券

　
　
　
　  

|| 
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2
、0

2
、0
0
0
0
0
円円

ＵＵ
2255︵
25
歳
以
下
︶
回
数
回
数
券券

　
　  

|| 

11
0
、0

0
、0
0
0
0
0
円円

定
期
公
演
・
青
山
能
共
通

定
期
公
演
・
青
山
能
共
通

５
枚
綴
り

５
枚
綴
り

お
問
い
合

お
問
い
合
わわ
せ
・
せ
・
お
申
し
込

お
申
し
込
みみ

：：

銕
仙
会

銕
仙
会

電電
話話 

00
33--

3
4
0

3
4
0
11--

2
2
8

2
2
8
55
︵︵
平平
日日
1100
〜〜

1177
時時
︶︶

ホ
ー
ム
ペ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジジ h

t
t

h
t
t
pp

::///
w

w
w

.
/
w

w
w

.t
e
s
s
e
n

.o
r
g

t
e
s
s
e
n

.o
r
g

※
お
電

※
お
電
話
か
話
か
らら
はは
座
席
指

座
席
指
定定
がが
で
き
で
き
ま
せ
ま
せ
ん
。
ん
。ウ
ェ
ウ
ェ
ブブ
サ
イ
サ
イ
トト
よよ
り
お
り
お
申申
込
み
込
み
く
だ
く
だ
さ
い
さ
い
。。

予
約
予
約
受
付
開

受
付
開
始始

：：

２
０
２
6

２
０
２
6
年年
99
月月
1144
日日︵︵
月月
︶︶    

    

W
E
B

W
E
B 

1100
時時
、、 

電
話
電
話 

1133
時時

能
狂
言能

松
虫
松
虫

佐
渡
狐

佐
渡
狐

春
日
龍
神

春
日
龍
神

ま

つ

む

し

さ

ど

ぎ

つ

ね

か

す

が

り

ゅ

う

じ

ん

観
世
　
淳
夫

観
世
　
淳
夫

三
宅
　
右
矩

三
宅
　
右
矩

鵜
澤
　
　
光

鵜
澤
　
　
光

﹁
能
に
し
て
能
に
あ
ら
ず
﹂能
の
古
態
を
留
め
天

下
泰
平
五
穀
豊
穣
を
予
祝
す
る
神
事
の
芸
能
︒

少
年
花
月
と
生
き
別
れ
の
父
と
の
再
会
を
様
々

な
芸
尽
く
し
と
と
も
に
見
せ
る
親
子
再
会
劇
︒

冠
者
が
忘
れ
た
食
物
の
名
が﹁
石
橋
山
の
合
戦
﹂

に
出
る
と
い
う
の
で
主
は
早
速
語
り
始
め
︙
︒

桜
満
開
に
咲
き
乱
れ
る
嵐
山
︒神
木
の
桜
の
も

と
神
々
が
舞
い
︑蔵
王
権
現
が
威
光
を
顕
す
︒

11
月月
1010
日（
日
）

日（
日
）    

午
後
1
時

午
後
1
時
3030
分
開
演

分
開
演

翁翁花
月
花
月

文
蔵
文
蔵

嵐
山
嵐
山

お

き

な

か

げ

つ

ぶ

ん

ぞ

う

　

　

　

あ

ら

し

や

ま

浅
見
　
慈
一

観
世
銕
之
丞

山
本
東
次
郎

西
村
　
高
夫

銕
仙
会
定
期
公
演

銕
仙
会
定
期
公
演︿︿
11
月
﹀
月
﹀ 

予
告
予
告

会
場
会
場

：：

観
世
能
楽
堂

観
世
能
楽
堂

舞
囃
子

狂
言

能

白
頭
白
頭



　
仏
跡
を
訪
ね
る

　
仏
跡
を
訪
ね
る
べべ
く
天
竺

く
天
竺
へへ
のの
旅
を
決
意
し
た
明
恵
上
人
は
、暇
乞

旅
を
決
意
し
た
明
恵
上
人
は
、暇
乞

い
の
た

い
の
た
め
に
め
に
日
頃
か
ら
深
く
信
仰
を
寄
せ
る
春
日
明
神
を
参
詣
す
る
。

日
頃
か
ら
深
く
信
仰
を
寄
せ
る
春
日
明
神
を
参
詣
す
る
。

そ
こ
に

そ
こ
に
現
れ
た
宮
守
の
尉
は
、明

現
れ
た
宮
守
の
尉
は
、明
恵
の
恵
の
旅
を
旅
を
思
い
思
い
留
ま
留
ま
らら
せ
よ
う
と
、

せ
よ
う
と
、

入
唐
渡

入
唐
渡
天
は
神
慮
に
背

天
は
神
慮
に
背
く
こ
く
こ
とと
で
、仏
跡
で
あ
れ
ば

で
、仏
跡
で
あ
れ
ば
霊
鷲
山
に
も

霊
鷲
山
に
も

等
し
き
春
日
山
が
あ
る
と
説
き
伏
せ
る
。宮
守
は
実
は
春
日
明
神
の

等
し
き
春
日
山
が
あ
る
と
説
き
伏
せ
る
。宮
守
は
実
は
春
日
明
神
の

告
げ
を
知

告
げ
を
知
らら
せせ
に
来
た
時
風
秀
行
な
の
で
あ
っ
た
。そ

に
来
た
時
風
秀
行
な
の
で
あ
っ
た
。そ
しし
て
旅
を

て
旅
を
思
い
思
い

留留
ま
っ
ま
っ
た
明
恵
の

た
明
恵
の
眼
前
に
龍

眼
前
に
龍
神
が
出
現
し

神
が
出
現
し
、、釈
迦
一
代
の
事

釈
迦
一
代
の
事
績績
がが

繰
り
広
げ
ら
れ
る
…
。

繰
り
広
げ
ら
れ
る
…
。

　
春
日
明
神
の
威
徳
を
壮
大
な
ス

　
春
日
明
神
の
威
徳
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ケ
ー
ルル
でで
描
い
描
い
たた
能能
。。

◎◎
よよ
りり
詳詳
しし
いい
解
説
解
説
をを
銕
仙
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

銕
仙
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
にに
て
順
次
公
開

て
順
次
公
開
しし
て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

ごご
観観
能能
前
に
是
非

前
に
是
非
ごご
覧
下
覧
下
さ
い
。

さ
い
。

※
携
帯
電
話
等
、

※
携
帯
電
話
等
、
音
や
光
の
出

音
や
光
の
出
る
機
器
の
電
源

る
機
器
の
電
源
は
予
め
お
切
り
下
さ
い
。

は
予
め
お
切
り
下
さ
い
。

※
無
許
可
の
写
真
撮
影
、
録
音
、録
画
は

※
無
許
可
の
写
真
撮
影
、
録
音
、録
画
は
固
く
お
断
り

固
く
お
断
り
致
し
ま
す
。

致
し
ま
す
。

※
客
席

※
客
席
内
で
の

内
で
の
ご
飲
食
は
ご
遠
慮

ご
飲
食
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

下
さ
い
。

︿︿
午
後
9
時

午
後
9
時
1155
分
頃
終
演
予
定

分
頃
終
演
予
定
﹀﹀

　
摂
津
国
阿
倍
野
で
酒

　
摂
津
国
阿
倍
野
で
酒
をを
売売
るる
市
人
市
人
の
も
と
に

の
も
と
に
、近
頃
酒
宴

、近
頃
酒
宴
をを
しし

てて
はは
帰
っ
て
い

帰
っ
て
い
く
不
思
議
な
男
た
ち
が
今
日
も

く
不
思
議
な
男
た
ち
が
今
日
も
や
っ
や
っ
て
く
て
く
る
。皆
が

る
。皆
が

酒
の
友
と

酒
の
友
と
な
っ
な
っ
て
秋
の
ひ
と
時
を

て
秋
の
ひ
と
時
を
過
ご
過
ご
すす
う
ち
、

う
ち
、そ
の
中

そ
の
中
の
あ
る
男

の
あ
る
男

が
昔
物
語
を
語
り
始
め
る
。昔
、男
二
人
が
阿
倍
野
松
原
を
通
り
、

が
昔
物
語
を
語
り
始
め
る
。昔
、男
二
人
が
阿
倍
野
松
原
を
通
り
、

松
虫
の
音
に
引
か
れ

松
虫
の
音
に
引
か
れ
た
一
た
一
人
が
草
む
ら
に

人
が
草
む
ら
に
入
っ
入
っ
て
そ
の
ま
ま
戻
ら

て
そ
の
ま
ま
戻
ら
なな

か
っ
か
っ
た
。死
な
ば
一

た
。死
な
ば
一
緒
と
緒
と
誓
っ
誓
っ
た
友
の
死
を
悲
し
み
、私

た
友
の
死
を
悲
し
み
、私
はは
今
日
今
日
もも

ま
た
市

ま
た
市
人
に
紛

人
に
紛
れれ
て
来
て
し

て
来
て
し
ま
っ
ま
っ
た
の
だ

た
の
だ
。。
そそ
うう
語語
る
男
は

る
男
は
、、友
を
友
を

亡
く
し
た
男
の
亡
霊
な
の
で

亡
く
し
た
男
の
亡
霊
な
の
で
あ
っ
あ
っ
た
…
。

た
…
。

　
松
虫
の
音
に
友
を

　
松
虫
の
音
に
友
を
偲
び
偲
び
懐懐
旧旧
の
舞
の
舞
をを
舞舞
うう
、、
執執
心心
のの
能能
。。

松
虫
松
虫

能能
ま

つ

む

し

前
シ
テ
　
　
　
　
男

前
シ
テ
　
　
　
　
男

後
シ
テ
　
男
ノ
亡
霊

後
シ
テ
　
男
ノ
亡
霊

ツ
レ
　
　
　
　
　
男

ツ
レ
　
　
　
　
　
男

〃
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
〃

ワ
キ
　
　
　
　
市
人

ワ
キ
　
　
　
　
市
人

ア
イ
　
　
　
　
里
人

ア
イ
　
　
　
　
里
人笛笛

小
鼓
小
鼓

大
鼓
大
鼓

地
頭
地
頭

観
世
　
淳
夫

観
世
　
淳
夫

小
早
川
泰
輝

小
早
川
泰
輝

安
藤
　
貴
康

安
藤
　
貴
康

青
木
　
健
一

青
木
　
健
一

御
厨
　
誠
吾

御
厨
　
誠
吾

金
田
　
弘
明

金
田
　
弘
明

杉
　
信
太
朗

杉
　
信
太
朗

飯
田
　
清
一

飯
田
　
清
一

原
岡
　
一
之

原
岡
　
一
之

清
水
　
寛
二

清
水
　
寛
二

佐
渡
狐

佐
渡
狐

狂
言
狂
言

さ

ど

ぎ

つ

ね

シ
テ
　
佐
渡
の
百
姓

シ
テ
　
佐
渡
の
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ド
　
越
後
の
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ド
　
越
後
の
百
姓

小
ア
ド
　
　
　
奏
者

小
ア
ド
　
　
　
奏
者

三
宅
　
右
矩

三
宅
　
右
矩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
澤
　
祐
介

高
澤
　
祐
介

前
田
　
晃
一

前
田
　
晃
一

　
佐
渡
に
狐

　
佐
渡
に
狐
は
い
な
い
と

は
い
な
い
と
主
張
す
る
越
後
の
百
姓
と
、い
る
と
言
い

主
張
す
る
越
後
の
百
姓
と
、い
る
と
言
い

張
る
佐
渡
の
百
姓

張
る
佐
渡
の
百
姓
。。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
奏
者︵
役
人
︶に
判
定
し
て

ど
ち
ら
が
正
し
い
か
奏
者︵
役
人
︶に
判
定
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
る
が
、賭
け
に
勝
つ
た
め
佐
渡
の
百
姓

も
ら
う
こ
と
に
な
る
が
、賭
け
に
勝
つ
た
め
佐
渡
の
百
姓
はは
奏
者
に

奏
者
に

賄
賂
を
贈
り
、狐
の
特
徴
を
教

賄
賂
を
贈
り
、狐
の
特
徴
を
教
え
て
も

え
て
も
ら
っ
ら
っ
て
…
。

て
…
。

︿
休
︿
休
憩憩
1010
分
﹀
分
﹀

春
日
龍
神

春
日
龍
神

能能

か

す

が

り

ゅ

う

じ

ん

前
シ
テ
　
　
　
　
尉

前
シ
テ
　
　
　
　
尉

後
シ
テ
　
　
　
龍
神

後
シ
テ
　
　
　
龍
神

　
　
　
ワ
キ
　
　
明
恵
上
人

　
　
　
ワ
キ
　
　
明
恵
上
人

ワ
キ
ツ
レ
　
　
従
僧

ワ
キ
ツ
レ
　
　
従
僧

〃
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
〃

ア
イ
　
　
　
　
社
人

ア
イ
　
　
　
　
社
人笛笛

小
鼓
小
鼓

大
鼓
大
鼓

太
鼓
太
鼓

地
頭
地
頭

鵜
澤
　
　
光

鵜
澤
　
　
光

　
　
　

　
　
　

則
久
　
英
志

則
久
　
英
志

野
口
　

野
口
　
琢琢
弘弘

渡
部
　
　
葵

渡
部
　
　
葵

前
田
　
晃
一

前
田
　
晃
一

　熊
本
俊
太
郎

熊
本
俊
太
郎

大
倉
伶
士
郎

大
倉
伶
士
郎

亀
井
　
広
忠

亀
井
　
広
忠

林
　
雄
一
郎

林
　
雄
一
郎

西
村
　
高
夫

西
村
　
高
夫

表
面
　
能
﹁
松
虫
﹂　
観
世
銕
之
丞
　
撮
影：

前
島
吉
裕

裏
面
　
能
﹁
春
日
龍
神
﹂　
八
世
観
世
銕
之
亟
　
撮
影：

吉
越
研

2
0
2

2
0
2
66
年年
1212
月月
1111
日（
金
）　

午

日（
金
）　

午
後後
６
時
６
時
開
演
開
演

銕
仙
会
定
期
公
演

銕
仙
会
定
期
公
演 

〈〈
1212
月月
〉〉

M版=定期公演　日本の伝統色＜882　シアンブルー＞

能と狂言能と狂言

TESSENKAI

定
期
公
演

２
０
２
６
年

２
０
２
６
年
1122
月月
1111
日日（
金
（
金
）） 

午午
後
６
後
６
時
開
演

時
開
演（
午
後
5
時

（
午
後
5
時
3030
分
開
場
）

分
開
場
） 

会
場
会
場    

観
世
能
楽
堂

観
世
能
楽
堂

会会   
   

場場

：：

〒
1
0
4

〒
1
0
4--

0
0
6
1

0
0
6
1

東
京
都
中
央
区
銀
座

東
京
都
中
央
区
銀
座
66--

1100--

11

G
I
N
Z
A

G
I
N
Z
A    

S
I
X

S
I
X 

地
下
3
階

地
下
3
階

T
E
L

T
E
L 

00
33--

6
2
7

6
2
7
44--

6
5
7
9

6
5
7
9

観
世
能
楽
堂

観
世
能
楽
堂
︵
全
席
指
定
︶

︵
全
席
指
定
︶

※
併
設
の
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
併
設
の
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
し
詳
し
くく
は
G
I
N
Z

は
G
I
N
Z
AA 

S
I
X
ホ

S
I
X
ホ
ーー
ムム

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
に
て
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
賛
助
会
員
制
度

※
賛
助
会
員
制
度
は
１
月
よ

は
１
月
よ
りり
１
年
間
同

１
年
間
同

じ
席
で
ご
覧

じ
席
で
ご
覧
頂
く
と

頂
く
と
い
う
も
の
で
す
が

い
う
も
の
で
す
が
、、
随随

時
入
時
入
会
も
会
も
可
能
で
す

可
能
で
す
。。
詳詳
し
く
し
く
はは
銕
仙
会

銕
仙
会

ま
で
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※※
２
０
２
6

２
０
２
6
年
度
の
定
期
公
演
・
青

年
度
の
定
期
公
演
・
青

山
能
で
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

山
能
で
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

ご
予
約
受
付
中
。詳
し
く
は
銕
仙
会

ご
予
約
受
付
中
。詳
し
く
は
銕
仙
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

入
場
入
場
料料

：：

S
席
S
席 

A
席
A
席 

B
席
B
席 

C
席
C
席 

ＵＵ
2255︵
25
歳
以
下
︶

7
、0
0

7
、0
0
00
円円

6
、0
0

6
、0
0
00
円円

5
、0
0

5
、0
0
00
円円

4
、5
0

4
、5
0
00
円円

2
、7
0

2
、7
0
00
円円

||||||||

S
会
員

S
会
員

A
会
員

A
会
員

B
会
員

B
会
員

C
会
員

C
会
員

66
88
、、0
0
0
0
00
円円

55
99
、、0
0
0
0
00
円円

44
99
、、0
0
0
0
00
円円

44
44
、、5
0
5
0
00
円円

賛
助
賛
助
会会
員員    ||||||||
年
間
指
定

年
間
指
定
席席
／／
年年
1100
回回

︿
交
通
﹀銀
座
駅
︵
A
３
︶徒
歩
2
分

︿
交
通
﹀銀
座
駅
︵
A
３
︶徒
歩
2
分

東
銀
座
駅︵
Ａ
１
︶
徒
歩
３
分

東
銀
座
駅︵
Ａ
１
︶
徒
歩
３
分

有
楽
町
駅︵

有
楽
町
駅︵
銀
座
出
口

銀
座
出
口
︶徒︶徒
歩歩
1100
分分

橋掛り

晴
海
通
り

中央通り

観世能楽堂観世能楽堂

昭和通り

銀座四丁目和光

三越

銀座五丁目

◎

◎

東銀座駅A1出口

銀座駅
A3出口

（GINZA SIX 地下3階）（GINZA SIX 地下3階）

有楽町

新橋

回
数
券

回
数
券 

一一
般
回
数

般
回
数
券券

　
　
　
　  

|| 

22
2
、0

2
、0
0
0
0
0
円円

ＵＵ
2255︵
25
歳
以
下
︶
回
数
回
数
券券

　
　  

|| 

11
0
、0

0
、0
0
0
0
0
円円

定
期
公
演
・
青
山
能
共
通

定
期
公
演
・
青
山
能
共
通

５
枚
綴
り

５
枚
綴
り

お
問
い
合

お
問
い
合
わわ
せ
・
せ
・
お
申
し
込

お
申
し
込
みみ

：：

銕
仙
会

銕
仙
会

電電
話話 
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3
4
0

3
4
0
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2
2
8

2
2
8
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︵︵
平平
日日
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〜〜
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時時
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ホ
ー
ム
ペ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジジ h

t
t

h
t
t
pp

::///
w

w
w

.
/
w

w
w

.t
e
s
s
e
n

.o
r
g

t
e
s
s
e
n

.o
r
g

※
お
電

※
お
電
話
か
話
か
らら
はは
座
席
指

座
席
指
定定
がが
で
き
で
き
ま
せ
ま
せ
ん
。
ん
。ウ
ェ
ウ
ェ
ブブ
サ
イ
サ
イ
トト
よよ
り
お
り
お
申申
込
み
込
み
く
だ
く
だ
さ
い
さ
い
。。

予
約
予
約
受
付
開

受
付
開
始始

：：

２
０
２
6

２
０
２
6
年年
99
月月
1144
日日︵︵
月月
︶︶    

    

W
E
B

W
E
B 

1100
時時
、、 

電
話
電
話 

1133
時時

能
狂
言能

松
虫
松
虫

佐
渡
狐

佐
渡
狐

春
日
龍
神

春
日
龍
神

ま

つ

む

し

さ

ど

ぎ

つ

ね

か

す

が

り

ゅ

う

じ

ん

観
世
　
淳
夫

観
世
　
淳
夫

三
宅
　
右
矩

三
宅
　
右
矩

鵜
澤
　
　
光

鵜
澤
　
　
光

﹁
能
に
し
て
能
に
あ
ら
ず
﹂能
の
古
態
を
留
め
天

下
泰
平
五
穀
豊
穣
を
予
祝
す
る
神
事
の
芸
能
︒

少
年
花
月
と
生
き
別
れ
の
父
と
の
再
会
を
様
々

な
芸
尽
く
し
と
と
も
に
見
せ
る
親
子
再
会
劇
︒

冠
者
が
忘
れ
た
食
物
の
名
が﹁
石
橋
山
の
合
戦
﹂

に
出
る
と
い
う
の
で
主
は
早
速
語
り
始
め
︙
︒

桜
満
開
に
咲
き
乱
れ
る
嵐
山
︒神
木
の
桜
の
も

と
神
々
が
舞
い
︑蔵
王
権
現
が
威
光
を
顕
す
︒

11
月月
1010
日（
日
）

日（
日
）    

午
後
1
時

午
後
1
時
3030
分
開
演

分
開
演

翁翁花
月
花
月

文
蔵
文
蔵

嵐
山
嵐
山

お

き

な

か

げ

つ

ぶ

ん

ぞ

う

　

　

　

あ

ら

し

や

ま

浅
見
　
慈
一

観
世
銕
之
丞

山
本
東
次
郎

西
村
　
高
夫

銕
仙
会
定
期
公
演

銕
仙
会
定
期
公
演︿︿
11
月
﹀
月
﹀ 

予
告
予
告

会
場
会
場

：：

観
世
能
楽
堂

観
世
能
楽
堂

舞
囃
子

狂
言

能

白
頭
白
頭


